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、
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く
ま
ぐ
ら)
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八
番
、
竹
屋

九
番
、
遠
田

「
ふ
る
さ
と
を

は
る
ば
る
い
で
て

熊
倉
の

仏
に
参
る

身
こ
そ

安
け
れ
」

浄
土
宗

紫
雲
山

光
明
寺
、
住
職
住

喜
多
方
市
熊
倉
町
字
八
三
七

本
尊

千
手
面
観
世
音

駐
車
場

な
し

路
駐

ト
イ
レ

な
し

寺
は
、
永
正
十
七
年(

一
五
二
〇)
鎌
倉
か
ら

来
た
僧
の
江
月
が
開
基
し
た
も
の
で
、
天
正
十

七
年(

一
五
八
九)

伊
達
政
宗
の
会
津
進
攻
に
よ

り
焼
失
し
ま
す
。
本
尊
の
千
手
観
世
音
像
の
み

残
し
て
焼
失
し
た
と
い
う
。
堂
内
の
千
手
観
世

音
像
は
一
尺
七
寸
五
分
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

米
沢
街
道
の
熊
倉
宿
に
あ
り
、
会
津
戦
争
で

は
会
津
藩
が
勝
利
し
て
い
ま
す
。
西
軍
戦
死
者

墓
が
あ
り
ま
す
。

「
け
さ
の
日
は

は
る
か
竹
屋
の

観
世
音

急
ぎ
参
り
て

お
が
め

旅
び
と
」

曹
洞
宗

大
雲
山

観
音
寺

住
職
住

喜
多
方
市
塩
川
町
中
屋
沢
台
畑
丙
六
九
七

本
尊

如
意
輪
観
世
音

駐
車
場

あ
り
、
狭
い
の
で
路
駐

ト
イ
レ

な
し

観
音
像
は
県
指
定
文
化
財

天
正
元
年(

一
五
七
三)

新
潟
県
阿
賀
町
中
村

か
ら
木
翁
快
元
と
い
う
僧
が
本
尊
の
如
意
輪
観

世
音
を
移
し
て
建
て
た
も
の
で
す
。
そ
の
後
、

慶
安
四
年(

一
五
六
一)

現
在
地
に
移
さ
れ
て
い

ま
す
。
如
意
輪
観
音
は
片
膝
を
立
て
て
い
て
、

当
時
の
座
産
の
ス
タ
イ
ル
に
近
い
こ
と
か
ら
、

安
産
に
霊
験
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
後
の
世
を

願
う
心
を

照
ら
す
ら
ん

と
お
田
の

沖
に

い
づ
る

月
影
」

曹
洞
宗

福
聚
山

大
光
寺

住
職
住

喜
多
方
市
塩
川
町
遠
田
字
谷
地
中
三
二
二
七

本
尊

千
手
観
世
音

駐
車
場

あ
り

ト
イ
レ

な
し

平
安
時
代
に
は
、
三
重
塔
や
三
十
六
に
及
ぶ

堂
舎
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
観
音

堂
は
、
当
時
七
間
四
方
あ
り
、
柱
に
は
金
が
ち

り
ば
め
ら
れ
、
日
橋
川
に
映
っ
て
い
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
荒
廃
し
、
越
後
か
ら
来
た
安
翁
と
い

う
僧
が
再
興
し
た
と
い
う
。
観
世
音
像
は
、
三

尺
五
寸
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

道路に駐車。本尊は県指定文化財。

境内は駐車禁止です。道路に駐車。

集落内道路狭し。


